
　池田　海外渡航時のワクチン接種と
風土病、これはすごく大きなものを含
有した質問ですけれども、この中で特
に重要なもの、あるいは最近新しく認
知されているようなもの、こういった
ものがありましたら、お話をうかがい
たいと思います。
　竹下　確かに、非常に大きいテーマ
になりますので、通常、私たちがどの
ような考えで診療しているかというか
たちで説明させていただきたいと思い
ます。
　外国に行かれる方というのは最近非
常に増えてきていますし、渡航する場
所も各地に増えています。そういった
中で、私たちは事前に、旅行に行く前
に相談を受けます。基本的にどういう
ことを中心に問診するかというと、ま

ず渡航する地域、国名を聞いて、国の
中でもどのようなところに行かれるか
というのをうかがっています。
　次に、渡航期間です。例えば、旅行
の形態として、パックツアーで数日間
行かれる方もいらっしゃれば、１カ月、
２カ月間の中期の出張、または年単位
の赴任というかたちで行かれる方もい
らっしゃいます。このようなことをお
うかがいします。
　また、赴任の形態でも、首都に滞在
する方もいらっしゃれば、農村や、や
や辺境の地域に入りまして、現地の人
とかなり濃厚な接触をする方、または
野生動物の観察など、自然に濃厚に接
触する方もいらっしゃいます。このよ
うな方の場合は特に重点的に説明させ
ていただきますし、ほかの方に比べて

やや多めにリスクのことをお話しして、
予防に努めるように説明いたします。
　池田　以前に日本にもマラリアがあ
ったという話をうかがっているのです
けれども、特にマラリアの流行地域に
ついては、どのようなアドバイスをさ
れておりますでしょうか。
　竹下　マラリアは非常に重要な病気
です。なぜかといいますと、健康な方
でも発病して、治療が遅れる場合は重
篤化して、亡くなることがあります。
昨今では現地の医療機関でもかなりの
治療ができるようになってきています
が、依然として、日本人でもかなり重
篤化しているという報告があります。
そこで私たちは、流行地域に行かれる
方に関しては、マラリアの予防内服に
ついて説明することがあります。
　特に流行地域といいますと、一番多
いのはアフリカの中でも特に西アフリ
カ、またパプアニューギニアといった
地域が重点的になります。また、それ
以外にも、東南アジアの一部や南アジ
ア、またアフリカのその他の地域、中
南米の一部というところが流行地域に
なりますが、そういった地域で渡航の
内容や渡航期間に合わせて説明させて
いただきます。
　ただ、残念なことに、日本国内で使
えるマラリアの予防内服というものが、
世界標準と比べると少ないということ
が現状です。
　現在、日本で認可されている薬はメ

フロキンになります。この薬は、週に
１回、出発する少なくとも１週間前か
ら飲み始めていただいて、リスクのあ
る地域を出てから１カ月間飲んでいた
だくという特徴があります。非常に副
作用も少ないといわれている薬ではあ
るのですが、中にはふらつくとか、め
まいが出るといった方がいらっしゃっ
たり、もともと精神的な疾患がある方
の場合は少し落ち込んだりと、精神的
な副作用が出るということがいわれて
います。ただ、特に合併症がない場合
は１週間に１回でいいということで、
非常に内服がしやすいという特徴があ
ります。
　それ以外の薬でいいますと、ドキシ
サイクリンになります。日本国内では
抗生物質として利用されていますが、
この薬は保険適用外にはなりますけれ
ども、入手することが可能です。この
薬はリスクのある地域に入る２日前か
ら毎日飲んでいただきます。そして、
リスクのある地域を出てから１カ月間
飲んでいただきます。この薬の特徴と
しましては、マラリア以外の一部のほ
かの感染症に関しても予防効果があり
ますので、特に森林に行かれるような、
自然との濃厚な接触をする場合はこの
薬が非常に有用だと思います。ただ、
抗生物質ですので、中には胃腸の調子
を悪くしたり、めまいが出たりという
方もいらっしゃいます。あと副作用と
して強く指摘されているのは、光線過
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敏症など皮膚症状がやや強く出る方が
いらっしゃいます。
　日本国内では認可されていませんが、
マラロンという薬も非常に有効性が高
いといわれています。この薬は、リス
ク地域に入る２日前から毎日飲んでい
ただきます。ただし、この薬の一番の
特徴は、リスクのある地域を出てから
１週間で内服を終了していいとされて
いる点です。この薬は欧米を中心に非
常に有用に使われているのですが、日
本国内では残念ながら今の段階では認
可されていません。
　池田　いろいろなお話をうかがいま
して、前後で用意周到に準備してその
地に向かうということが重要だという
ことがわかりました。海外に一般の
方々が出られるときに、どこに相談す
れば、そういったワクチン等あるいは
指導を受けることができるのでしょう
か。
　竹下　一般的にはトラベルクリニッ
クという形態のクリニックにご相談い
ただくのが一番いいと思います。ただ、
実際、日本国内全体に十分な数のトラ
ベルクリニックがあるかというと、残
念ながら現状ではまだ十分ではないと
思います。首都圏とか大都市ではかな
り広がってきているのですが、一部の
地域ではなかなか難しいということを
患者さんから聞くこともあります。ま
た、相談ということであれば、最寄り
の検疫所のほうである程度のアドバイ

スを受けることもできます。
　池田　もう一つうかがいたいのは、
日本でもうすでに流行している、ある
いはワクチンを受けているような風疹
とか麻疹、そういったものを北米とか
でいろいろな治療を受けに行かれる方
とか、そういった方たちへのアドバイ
スをいただければと思います。
　竹下　海外でのワクチンということ
で、どうしても開発途上国へのワクチ
ンというのが注目されるのですが、実
際には、今ご指摘があったような、ほ
かの先進国に行くときでもワクチンが
必要になることがあります。一つは留
学する場合なども、日本国内の現在行
われている定期接種では、米国など現
地の国の接種回数を満たさないという
ことがありますので、追加接種が必要
になることがあります。
　また、そのことと関係するのですけ
れども、日本から先進国以外でも長期
に赴任する場合、やはりワクチンの接
種回数というものを十分に考えて接種
することをお勧めします。特に、若い
女性で妊娠を今後考えている方などは、
日本では麻疹、風疹のワクチンの回数
が最近２回になりましたが、まだ１回
しか接種していない方が多いので、追
加接種することをご説明しています。
　池田　海外に行かれて、その後、帰
国時あるいは帰国後の注意点について
お話をいただきたいと思います。
　竹下　海外から帰ってきて一番問題

になるのは、やはり発熱です。特に、
帰国して１カ月以内の発熱というのは
注意していただきたいと思います。な
ぜかといいますと、特に一番問題にな
るのはマラリアですけれども、マラリ
アに関しましては、適切な治療を早め
に受けることが最も重要になります。
ですので、例えばなかなか診断されな
いという状態や、ご自身で風邪薬や解
熱剤などで少し様子を見ながら数日を
過ごすということが、全身的に非常に
悪化するという傾向にあります。当院
でも、マラリアの患者さんは重症から
軽症までみることがありますが、やは
り重症化して入院される方というのは
診断までに時間がかかっている方にな
ります。ですので、最寄りの医療機関
に行った場合は、自分がどこに行って
きたかということをぜひ医療者にお伝
えください。
　池田　帰国時ですと検疫がありまし
て、そのときの発熱の状態とかで、検
疫官の方に適切な医療機関を紹介して
いただけるのですけれども、例えばマ
ラリアの高頻度な地域から戻ってきた
場合に、具体的にどの機関に、例えば
保健所とか、相談すればよろしいので
しょうか。
　竹下　検疫所を通過する際に聞いて
いただくと、最寄りの医療機関を教え
ていただけます。
　池田　もし検疫時には発熱がなくて、
帰国後、発熱といった場合も、やはり

検疫所に相談するということで対処し
ていただけるのでしょうか。
　竹下　検疫所に問い合わせればもち
ろん教えていただけるのですけれども、
実際に帰国した後であれば、相談先と
しましては、検疫所等もありますが、
私の勤務しております国立国際医療研
究センターでも随時受けておりますの
で、お電話いただければと思います。
　なぜかといいますと、診断に関しま
して適切な検査を選択する必要がある
ということと、もう一つは治療薬の問
題があります。残念ながら、日本国内
で熱帯感染症に関する治療薬というの
は、必ずしもすべて保険適用されてい
るわけではないという面があります。
ですので、ぜひ最寄りの医療機関でも、
特にそういうところを相談していただ
きたいと思います。もしわからない場
合は、例えば私たちの国立国際医療研
究センターなどに電話していただけれ
ば、住んでいる地域をうかがって、近
くの病院をある程度ご案内できると思
います。
　池田　いずれにしても、渡航前が一
番大切な対処法だと思われますけれど
も、それは外務省とか、いろいろなホ
ームページを拝見すれば、渡航先の重
要な感染症などは情報を入手できるの
でしょうか。
　竹下　ホームページの情報というの
はかなり詳しく書いてありますので、
ある程度の情報は入手できると思いま
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ろん教えていただけるのですけれども、
実際に帰国した後であれば、相談先と
しましては、検疫所等もありますが、
私の勤務しております国立国際医療研
究センターでも随時受けておりますの
で、お電話いただければと思います。
　なぜかといいますと、診断に関しま
して適切な検査を選択する必要がある
ということと、もう一つは治療薬の問
題があります。残念ながら、日本国内
で熱帯感染症に関する治療薬というの
は、必ずしもすべて保険適用されてい
るわけではないという面があります。
ですので、ぜひ最寄りの医療機関でも、
特にそういうところを相談していただ
きたいと思います。もしわからない場
合は、例えば私たちの国立国際医療研
究センターなどに電話していただけれ
ば、住んでいる地域をうかがって、近
くの病院をある程度ご案内できると思
います。
　池田　いずれにしても、渡航前が一
番大切な対処法だと思われますけれど
も、それは外務省とか、いろいろなホ
ームページを拝見すれば、渡航先の重
要な感染症などは情報を入手できるの
でしょうか。
　竹下　ホームページの情報というの
はかなり詳しく書いてありますので、
ある程度の情報は入手できると思いま
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す。ただ、実際どういうワクチンを打
つかということに関しましては、マラ
リアの予防内服も含めてですけれども、
いろいろうかがったのちに判断するこ

とが多いので、できればトラベルクリ
ニックにご相談いただければと思いま
す。
　池田　ありがとうございました。

　林田　ドーピングという言葉、語源
といいましょうか、その歴史的な流れ
についてまずお教えいただけますか。
　久岡　ドーピングにつきまして、英
語の辞書をひもときますと、1889年に
初めてDOPE（ドープ）という言葉が
出てまいります。「競走馬に用いられ
るアヘンと麻薬の混合物」と説明され
ています。ドープの語源は、南アフリ
カの原住民カフィール族が祭礼や戦い
に出陣するときに飲むお酒、ドップか
ら来たといわれています。
　ドーピングは、競走馬などに使われ
ておりましたけれども、近代スポーツ
においては、19世紀後半から競技者に
使われ、自転車レースなどで、カフェ
イン・エーテル・ヘロイン・コカイン
が使用されております。その結果、死
亡者も出ております。20世紀に入り、

自転車競技・サッカー・ボクシングな
どに広がり、多くの医薬品が使われる
ようになりました。覚醒アミン（アン
フェタミン）は一般社会でも大流行し
ました。
　1950年代初めに、テストステロンが
投与され、これは合成アナボリックス
テロイドに変わり、急速に広まりまし
た。1968年のオリンピック大会から
IOC医事委員会によりドーピング検査
が開始されました。ドーピング検査法
の発達により、使用される薬物も、ア
ンフェタミンからカフェイン・エフェ
ドリン系になり、アナボリックステロ
イド、成長ホルモンのような生理的ホ
ルモン、さらには遺伝子操作により作
られるエリスロポエチンの普及と変化
しています。
　女子の砲丸投げなどの毎年の世界最

ドーピング検査と薬

順天堂大学総合診療科先任准教授
久　岡　英　彦

（聞き手　林田康男）

　ドーピングが気になるスポーツ選手に使ってもよい薬剤をご教示ください。
　例）感冒、筋肉痛その他の疼痛。

＜北海道開業医＞
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